
 

 

 

 

ご卒業おめでとうございます。 
3年間頑張った自分へ、3年間支えてくれた友達へ、3年間教えてくれた先生へ、3年間、い

や、15年間そばにいて育ててくれたお家の方へ……感謝と思いを胸に、新たな一歩を踏み出し

てください。ひばり中の門をくぐり抜けて未来へ進む君たちに幸せと栄光あれ！ 

 

いくつもの日々を越えて 辿り着いた今がある 

だからもう迷わずに進めばいい 

栄光の架橋へと               ゆず 「栄光の架橋」 より 

 

～ 先生方からのメッセージ ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西東京市立ひばりが丘中学校 

第３学年通信 

令和６年３月１９日（火） 

第４０号 

卒業おめでとうございます。 

義務教育が終了し、まさにそれぞれの

人生のスタートです。人はみんなこの

社会で生きています。その一員として

どう生きたら自分の人生を幸せにでき

るか。当事者は自分です。自分の力

で、力強く人生を歩んでいってくださ

い。     Ａ組担任 長谷川貴則 

青学年のみなさん、卒業おめでとうござ

います。高校生活、楽しいことばかりで

はないかもしれません。辛いこと、大変

なこと。その方がいいです。苦しいこと

は自分の成長のためにあるのだから！

「置かれた場所で咲きなさい」境遇は選

べないけれど、生き方はその人次第！自

分の成長につなげていってください。 

Ｂ組担任 宮澤 藍 

たくさん笑い、時には泣き、大きく

成長した３年間でした。 

これからは自分の足でしっかりと、 

選んだ道を歩んでいってください。 

応援しています！！ 

Ｄ組担任 加瀬 真実 

みなさんと過ごした１年間は大変思い

出深いものとなりました。卒業してし

まっても、たとえ会えなくても、みん

な同じ空の下にいます。今日の気持ち

が、みなさんの心の中に生き続けるこ

とを願います。 

ありがとうございました。    

C 組担任 新保 景史郎 



 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の皆様 

3年間、学年へのご支援、ご協力をありがとうございました。コロナ禍の中、中学校生活がス

タートし、様々な変化や対応にご心配になったこともあるかと思います。しかし、そのような

中でも生徒たちは柔軟に、たくましく成長してくれました。ひとえに、保護者の皆様のお力添

えのおかげでございます。 

これからそれぞれの進路に進みますが、生徒たちは自分の道を切り拓いてくれることと思い

ます。 

結びになりますが、これまでの御礼を申し上げると共に、お子様、ご家族の皆様のご活躍と

ご多幸をお祈り申し上げます。 

長いようで短い人生。想像力と行動力

を忘れずに。そして今を大切に。 

最後に…私の好きな幕末の志士、坂本

龍馬は言っている。 

「実に、お国のような所にて、何の志

も無きところに、ぐづぐづして日を送

るは実に大馬鹿者なり。」 

Ｅ組担任 當麻 忠幸 

 

一期一会。 

これからたくさんの出会いの中で、悩んだり

迷ったりするかもしれません。ですが、人は

一人では生きられないから、分かり合おうと

することが大切になんだと思います。同時

に、相手も自分も誰かに大切に思われている

人であるということも。卒業おめでとう。皆

さんと出会えてよかったです。      

副担任 藤井ゆうみ 

自分のことも大事にして下さい。 

同じ様に相手に向き合って下さい。 

新しい人、新しい世界との出会い。 

今までに歩んできた道。そのすべて

が、「これから」を作っていきます。 

素晴らしい未来を応援します。 

 

    音楽科   遠藤理恵 

人。特に身内の人に迷惑をか

けないように。その上で、一度き

りの人生を全力で楽しもう！ 

岩元 龍一郎 

道
程 

 
 
 
 
 
 
 

高
村
光
太
郎 

 

ど
こ
か
に
通
じ
て
る
大
道
を 

僕
は
歩
い
て
ゐ
る
の
ぢ
ゃ
な
い 

僕
の
前
に
道
は
な
い 

僕
の
後
ろ
に
道
は
出
來
る 

道
は
僕
の
ふ
み
し
だ
い
て
來
た

足
あ
と
だ 

だ
か
ら 

道
の
最
短
に
い
つ
で
も
僕
は
立

つ
て
ゐ
る 

       
 

（「
道
程
」
よ
り
一
部
抜
粋
） 


